
　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
、
市

政
運
営
の
最
重
点
項
目
と
し
て
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
市
内
経
済
の
発
展
及

び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
介
護
企

業
・
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

都
市
部
の
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
「
シ
ル
バ
ー
産
業
の
構
築
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
東
京
圏
の
複
数
の
自
治
体
に
直

接
伺
い
、
都
市
部
で
の
高
齢
者
介
護
の
状
況

や
移
住
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
大
手
介
護
企
業
と

の
情
報
交
換
や
事
業
の
実
現
性
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
末
に
決
定
し
た
国

の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
い
て「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
・
地

方
移
住
の
推
進
」の
切
り
札
と
し
て
、「
日

本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
理
念
や
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
本
市
の
目

指
し
て
き
た「
シ
ル
バ
ー
産
業
の
構
築
」と

方
向
性
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
融

合
さ
せ
、
さ
ら
に
本
市
の
強
み
を
付
加
し

た
大
学
連
携
型「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」
の
実
現
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
し
て
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
、
人
口
減
対
策
、
雇
用

の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
役
立

つ
だ
け
で
な
く
、
市
民
全
体
の
健
康
増

進
や
大
学
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

も
あ
り
、
ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」の
大
き
な
柱
と
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
で
も
本
市
の
動
向
に

大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

国
に
お
け
る「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」の
検
討

　

国
の
検
討
の
経
緯
に
は
２
つ
の
大
き

な「
背
景
」が
あ
り
ま
し
た
。

①
東
京
在
住
者
の
移
住
希
望
者
の
増
加

　

東
京
在
住
者
の
50
代
で
は
男
性
が
５

割
以
上
、
女
性
が
約
３
割
、
60
代
で
は

男
女
と
も
約
３
割
が
地
方
へ
の
移
住
希

望
を
示
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

②「
人
口
減
少
と
社
会
保
障
費
」の
問
題

（
い
わ
ゆ
る「
都
市
部
の
超
高
齢
化
対
策
」）

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
に
は
、
土
地
コ
ス
ト
が
高
額

な
東
京
圏
で
は
、
確
実
に
要
介
護
者
を

受
け
入
れ
る
施
設
が
不
足
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
都
市
部
で
は
２
０
２
５
年
に
は

医
療
需
要
が
、
２
０
３
０
年
に
は
介
護
需

要
が
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
社
会

保
障
費
の
負
担
は
格
段
に
増
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
を
大
き
な
背
景
に
、「
地

方
移
住
」の
切
り
札
と
し
て「
日
本
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
」
の
導
入
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
２
日
に
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
構
想
有
識
者
会
議
」
が
公
表
し
た

「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想（
素
案
）」で
は
、

「
東
京
圏
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
が
、

自
ら
の
希
望
に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住

み
、
地
域
社
会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
医

療
介
護
が
必
要
な
時
に
は
継
続
的
な
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
」を
目
指
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
側
と
す
れ
ば
、
高
齢
者
が
、

地
域
の
仕
事
や
社
会
活
動
、
生
涯
学
習

な
ど
の
活
動
に
積
極
的
に「
主
体
的
な
存

在
」
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

地
域
社
会
に
溶
け
込
み
、
地
元
住
民
、

子
ど
も
、
若
者
と
の
多
世
代
と
の
交
流

な
ど
に
よ
る
「
オ
ー
プ
ン
型
」
の
居
住
を

可
能
と
し
な
が
ら
、
健
康
長
寿
を
目
指

す
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国

と
し
て
も
全
国
に
そ
の
モ
デ
ル
と
成
り

得
る
自
治
体
の
取
組
に
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

  

さ
ら
に
、
６
月
４
日
に
民
間
の
有
識

者
会
議「
日
本
創
成
会
議
」が「
介
護
難
民

が
、
２
０
２
５
年
に
全
国
で
43
万
人
、

東
京
圏
で
13
万
人
発
生
す
る
」
と
い
う

試
算
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
移
住
の
提
案

も
合
わ
せ
て
発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、

全
国
的
に
も
こ
の
取
組
へ
の
検
討
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

「 都 留 市 版 Ｃ Ｃ Ｒ Ｃ 構 想 」
「ＣＣＲＣ」とは？

　アメリカを発祥とし、「高齢者が移り住み、健康時
から介護・医療が必要となる時期まで継続的なケアや
生活支援サービス等を受けながら生涯学習や社会活
動等に参加する共同体（Continuing Care Retirement 

Community）」のことで、アメリカでは約2,000のＣ
ＣＲＣに約60万人が生活しており、中でも「知的刺激
や多世代交流」を求める高齢者のニーズに対応する「大
学連携型ＣＣＲＣ」が近年増加しています。

大学連携型「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」の

コ
ン
セ
プ
ト

　
「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
次
の
４
つ
の
ま
ち
の

「
強
み（
地
域
特
性
）」を
生
か
し
た「
大

学
連
携
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」で
す
。

①
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

　
や
水
な
ど
の
自
然
環
境
の「
強
み
」

②
城
下
町
や
蕉
風
俳
句
開
眼
の
地
な

　
ど
の
歴
史
的
な「
強
み
」

③
都
留
文
科
大
、
健
康
科
学
大
、
県

　
立
産
業
技
術
短
大
と
の
連
携
に
よ

　
る
教
育
的
な「
強
み
」

④
健
康
科
学
大
と
の
連
携
、
ゴ
ル
フ

　
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や「
健
康

　
ジ
ム
」
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
事

　
業
な
ど
に
よ
る
健
康
的
な「
強
み
」

　

こ
れ
ら
の
４
つ
の
強
み
を
合
わ
せ

て
、
こ
の
小
さ
な
ま
ち
に
３
つ
の
高

等
教
育
機
関
が
あ
る
こ
と
を
大
き
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
捉
え
、
こ
の
知

的
資
源
・
人
的
資
源
を
活
用
し
た
「
大

学
連
携
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
進
め
て
い
く
中
で
、

①
都
留
に
移
住
し
て
も
ら
う
た
め
の

ニ
ー
ズ
で
あ
る
地
域
価
値
（
魅
力
）
を

把
握
し
、

②
そ
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
活
か
し
、

③
そ
の
磨
き
上
げ
と
魅
力
の
創
出
に

よ
る
転
入
者
の
増
加
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、

④
そ
れ
を
ま
ち
全
体
へ
と
波
及
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
構
想
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
す
。

日本版ＣＣＲＣ

ｻｰﾋﾞｽ付き
高齢者

向け住宅 

住民協議会
（住民自治）

社会活動
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等）

生涯学習

健康づくり
介護予防
健康管理

地域住民
（若年層等）

店舗等
（地域住民も利用）

ケアが必要になった場合は

介護事業所

病院・診療所

医　療

介　護

地方大学

共 働

提 供

提
 供

参 加
参 加

参 加

参 加

「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」に

お
け
る
市
の
役
割

　
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
は
、
国

全
体
の
課
題
解
決
に
向
け
た
も
の
で

あ
り
、「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
は
、
市
の
重

要
施
策
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
県
や
国
と
の
強
い
連
携
の

も
と
に
、
国
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
推
進
と
い

う
大
き
な
動
き
の
中
で
、
実
現
に
向

①大学を核とした
「つながり」からなる
安らげる居場所
（住まい）の創出に
よる「ＣＣＲＣ」

公立大学法人　都留文科大学
「ヒトづくり」

県立　産業技術短期大学校
「モノづくり」

健康科学大学看護学部
「カラダづくり」

ライフスタイルに合った　

要求の実現
【居場所・生きがいづくり】

②まち全体の事業推進により市民みんなが
住みつづけたくなるまちづくりとしての「ＣＣＲＣ」

健康的
な「強み」

教育的
な「強み」

地理的
な「強み」

歴史的
な「強み」

民間事業者による高齢者居住空間及び支援サービスの提供

Ｈ27.2.25第1回日本版ＣＣＲＣ構想有識者会議資料より

「日本版ＣＣＲＣ」のコンセプト（地域）

け
た
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
し
な
が
ら
、「
民
間
の
力
」
に
よ

る
高
齢
者
居
住
施
設
の
誘
致
や
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
併
せ
て

入
居
者
、
関
連
事
業
者
、
大
学
、
市

民
団
体
な
ど
に
市
を
含
め
た
様
々
な

主
体
か
ら
な
る
組
織
と
の
連
携
に
よ

り
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
入
居
者
の
新
し
い
生
き
が

い
づ
く
り
は
、
こ
の
ま
ち
を
選
ん
で

も
ら
う
上
で
大
事
な
要
素
と
な
る
と

同
時
に
、
取
組
そ
の
も
の
が
市
内
の

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
組
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、

も
う
一
度
都
留
の「
タ
カ
ラ（
地
域
特

性
）」を
磨
き
上
げ
、「
夢
か
な
う
都
留
市
」

の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
構
想
に
つ

い
て
よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

従来の
ＣＣＲＣ

　　都留市版ＣＣＲＣ構想のコンセプト
　　　　　　　都留市の「強み」を生かした大学連携型ＣＣＲＣ
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市
内
の
高
齢
者
対
策
は

　
　

お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
に
お
け
る「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
誘
致
」

や「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
実
現
」が
目
的
で
な
く
、「
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」を
有
効
な
ま
ち
づ
く
り
の「
手

段
」と
し
た「
市
民
全
体
の
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
」で
あ
り
、
こ
の
ま
ち
を「
新
し
い
自
分

の
ま
ち
」と
し
て
選
ん
で
く
れ
る「
移
住
者
」

は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
全
体
が
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
（
健
康
寿

命
の
延
伸
）
に
つ
な
が
る
、
こ
の
ま
ち
に

老
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住
む
幸
せ

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
現
在
進
め
て
い
る

「
居
場
所
づ
く
り
」や「
健
康
ジ
ム
の
整
備
」

の
事
業
を
加
速
さ
せ
る
な
ど
、
具
体
的
な

施
策
を
実
施
し
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
誘
致
に
よ
る

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
に

関
し
て
も
、
移
住
者
だ
け
で
な
く
、
市
民

も
入
居
や
利
用
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
　

高
齢
者
の
移
住
に
よ
る
市
の

　
　

財
政
負
担
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

国
で
は
、
こ
の
４
月
に
介
護
保
険
・
医

療
保
険
の
「
※

住
所
地
特
例
制
度
」
を
拡
大

す
る
こ
と
と
し
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
」
な
ど
の
住
所
地
特
例
対
象

施
設
に
移
住
す
る
場
合
は
、
こ
の
特
例
制

度
が
適
用
さ
れ
、
移
住
元
の
市
町
村
が
社

会
保
障
費
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
都

留
市
の
財
政
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
の
有
識
者
会
議
で
は
、
こ
の

「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
実
現
の
取
組

を
加
速
す
る
た
め
、
現
行
の
補
助
金
や
税

制
優
遇
、
関
連
制
度
な
ど
の
政
策
支
援
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
財

政
負
担
の
軽
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
全
体
の
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
長

期
的
な
社
会
保
障
費
の
削
減
も
大
き
な
目

標
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※「
住
所
地
特
例
制
度
」と
は

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
住
所
地
の
市
町
村
が

実
施
す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
の
が

原
則
で
す
が
、
住
所
地
特
例
対
象
施
設
と
指
定

を
受
け
た「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

に
入
所
又
は
入
居
し
、
そ
の
施
設
の
所
在
地
に
住

所
を
移
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て
施
設

入
居
前
の
住
所
地
の
市
町
村（
保
険
者
）が
実
施

す
る
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
な
る
制
度
で
す
。

施
設
所
在
地
の
市
町
村
の
財
政
負
担
が
集
中
す

る
の
を
防
ぐ
目
的
で
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
　
「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」の

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

　

都
留
市
の
強
み
を
活
か
し
、
都
留
文
科

大
学
を
中
心
と
し
た
大
学
連
携
型「
都
留

市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」の
実
現
に
向
け
た
取

組
は
、
本
市
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
自
治

体
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
や
超

高
齢
化
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
一
極
集
中
を

合
わ
せ
た
わ
が
国
全
体
の
課
題
解
決
に
向

け
た
地
方
創
生
の
取
組
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
誘
致
や
関
連
事
業
の
拡

大
に
よ
り
、
経
済
的
な
効
果
と
し
て
、
法

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収

増
、
入
居
者
の
２
割
見
込
ま
れ
る
と
い
わ

れ
る
関
連
施
設
で
の
雇
用
や
関
連
事
業
で

の
雇
用
創
出
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡

大
な
ど
が
見
込
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
ま
ち
ぐ
る
み
で
こ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
全
体

の
健
康
増
進
、
新
た
な
地
域
の
担
い
手
の

発
掘
、
地
域
資
源
の
再
生
な
ど
多
く
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
の
推
進
に

 ●まちぐるみの健康増進
　・市全体の取組による健康寿命の延伸など
 ●新たな地域の担い手の誕生
　・地域活動への参加参画や地域での活
　　躍の場の提供
 ●大学連携の強化
　　（地域貢献・知的資源活用）
　・大学のまちづくりへの参画、連携
　・居住者のキャリアの活用
 ●地域資源の再生
　・既存の公営住宅や空き家などのストッ
　　ク活用によるまちの保全や地域再生

 ●人口増や地域経済の活性化
　・交流人口拡大による雇用創出や消費拡大等
 ●雇用やビジネスチャンスの創出
　・高齢者関連事業の製品開発・製造及び健康、
        　介護、学習、食などの多様なビジネスチャンス
 ●税収の増加
　・富裕層の移住、事業者誘致による各種
         税収の増加
 ●高齢者にやさしいまちづくりのＰＲ
　・超高齢者社会に向けた市の積極的な施策
         と情報発信による「選ばれるまち」への貢献

　○都市部の高齢者を主な対象とした民間の居住施設誘致
　○まちの「強み」（地理・歴史・教育・健康）を活かす

　○都留文科大学を核とした大学連携型ＣＣＲＣ

「都留市版ＣＣＲＣ構想」推進の【背景】

 ◆国のまちづくりの課題と現状
  ・人口減少、超高齢化、東京一極集中
  ・都市部の 2025 年（介護）問題
  ・日本版ＣＣＲＣ実現に向けた取組
  ・東京圏居住者の移住希望

 ◆市の課題の解決
  ・人口減少と高齢化
  ・産業活性化
  ・交流産業の空洞化

 ◆市の重点施策
  ・「シルバー産業」の構築、推進
  ・高齢者の「居場所」の整備
  ・「健康ジム」の整備
  ・高等教育機関（大学）との連携

住所地特例の拡大 都留市版ＣＣＲＣ構想【手段】

短期的効果
【手段】

長期的効果
【まちづくりへの期待】

当
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
国
や
県
と
の
連

携
を
は
じ
め
、
先
駆
的
に
研
究
・
実
践
し

て
い
る
事
業
者
の
知
恵
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

フ
ル
に
活
用
し
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
は
全

国
の
自
治
体
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
自

覚
の
も
と
、「
ま
ち
が
変
わ
る
・
ひ
と
が
変

わ
る
・
し
ご
と
が
変
わ
る
」た
め
の
地
方
創

生
の
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
大
学
連
携
型「
都
留
市
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
構
想
」の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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